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本号より、順次、推理小説中短編集を紹介していきます。まず、中短編推理小説３作を収録した『銘のない墓標』

(1969 講談社)です。初出は、「銘のない墓標」が『週刊朝日カラー別冊No.２』(1969年7月)、「壁に哭く」が『オー

ル讀物』(1967年1月号)、「にがい密」が『小説エース』(1969年9月号)です。 (編集委員 橘雄三)

目

次

銘
の
な
い
墓
標

壁
に
哭
く

な

に
が
い
密

歴
史
の
流
れ

あ
と
が
き
に
か
え
て

直
木
賞
を
い
た
だ
く
と
、
当
分
、

た
い
そ
う
忙
し
く
な
る
の
は
、
い

ま
も
お
な
じ
で
あ
ろ
う
。
私
も
昭

和
四
十
三
年
下
半
期
の
直
木
賞
を

い
た
だ
い
た
あ
と
、
き
き
し
に
ま

さ
る
多
忙
な
時
期
を
迎
え
た
。
そ

ん
な
と
き
に
、
私
は
香
港
に
四
泊

の
旅
行
を
し
た
。
そ
の
こ
ろ
『
週

刊
朝
日
カ
ラ
ー
別
冊
』
と
い
う
雑

誌
が
創
刊
さ
れ
、
そ
の
二
号
に
香

港
を
舞
台
と
す
る
ミ
ス
テ
リ
ー
を

書
く
約
束
を
し
た
の
で
あ
る
。
い

ま
か
ら
お
も
え
ば
、
現
在
流
行
の

ビ
ジ
ュ
ア
ル
大
判
誌
の
は
し
り
の

よ
う
な
雑
誌
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら

く
企
画
が
時
代
を
先
取
り
し
す
ぎ

た
の
か
、
た
し
か
数
号
で
休
刊
に

な
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。
枚
数

は
百
五
十
枚
と
い
う
か
ら
、
か
な

り
の
分
量
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も

現
地
で
取
材
し
た
い
と
お
も
っ
た

の
で
あ
る
。

私
は
小
説
の
な
か
で
、
風
景
描

写
を
そ
れ
ほ
ど
丹
念
に
す
る
ほ
う

で
は
な
い
が
、
雰
囲
気
を
つ
か
ま

な
け
れ
ば
ペ
ン
が
進
ま
な
い
。
一

九
六
九
年
現
在
の
香
港
を
、
し
ば

ら
く
で
も
よ
い
か
ら
、
肌
身
に
か

ん
じ
て
く
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

当
時
、
香
港
で
は
よ
く
「
あ
と

三
十
年
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。
一

八
九
八
年
に
結
ん
だ
九
十
九
年
租

借
の
条
約
期
限
が
、
あ
と
三
十
年

に
迫
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
し
て
中
国
に
返
還
さ
れ

る
の
か
、
ま
だ
五
里
霧
中
の
時
期

で
あ
っ
た
。
三
十
年
（
じ
つ
は
二

十
八
年
）
と
い
う
歳
月
は
、
「
ま

だ
ま
だ…

」
と
い
う
か
ん
じ
で
あ
っ

た
こ
と
は
い
な
め
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
日
は
数
年
後
に
来
る
こ

と
に
な
っ
た
。
「
銘
の
な
い
墓
標
」

取
材
か
ら
二
十
数
年
た
っ
た
が
、

歴
史
に
お
け
る
歳
月
の
流
れ
が
、

実
感
と
し
て
私
の
胸
を
う
つ
。

小
説
『
阿
片
戦
争
』
を
書
き
あ

げ
た
の
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
こ

と
で
、
「
銘
の
な
い
墓
標
」
取
材

に
香
港
へ
行
っ
て
も
、
私
の
脳
裡

に
は
た
え
ず
阿
片
戦
争
の
こ
と
が

あ
っ
た
。
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た

事
件
の
お
こ
っ
た
尖
沙
嘴
は
、
そ

せ

ん

さ

し

の
こ
ろ
ま
だ
田
舎
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
い
っ
た
か
ん
じ
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
は
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
て
い

る
。中

国
を
旅
行
す
る
と
き
、
往
復

と
も
香
港
経
由
の
こ
と
が
多
く
、

し
ば
ら
く
私
の
香
港
通
い
は
つ
づ

い
た
。
だ
が
、
日
中
間
に
直
行
便

が
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

私
の
取
材
地
の
関
係
も
あ
り
、
た

い
て
い
北
京
へ
飛
び
、
北
京
か
ら

帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
昨
年
の
正
月
、
十
数
年
ぶ
り

に
香
港
へ
行
っ
た
が
、
歳
月
は
さ

ら
に
は
げ
し
く
、
ま
る
で
音
を
立

て
る
よ
う
に
流
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
私
は
自
分
が
書
い
た
香
港
を

舞
台
に
し
た
諸
作
品
も
、
歴
史
の

一
齣
と
し
て
は
め
こ
ま
れ
た
と
い

こ
ま

う
気
が
し
た
。

本
書
に
収
め
た
「
に
が
い
密
」

は
、
「
銘
の
な
い
墓
標
」
の
二
ヶ

月
後
に
書
い
た
。
香
港
取
材
で
胸

の
な
か
に
燃
え
た
も
の
が
、
ま
だ

余
熱
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
壁
に
哭
く
」
は
、
じ
つ
は
ほ

か
の
二
作
の
二
年
も
前
に
書
か
れ

た
作
品
で
あ
っ
た
。
二
年
の
あ
い

だ
に
、
私
は
数
冊
の
作
品
集
を
出

し
た
が
、
こ
れ
は
収
録
し
な
か
っ

た
。
こ
れ
も
百
五
十
枚
と
い
う
か

な
り
長
い
も
の
で
、
作
品
集
の
な

か
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
こ
と
も

あ
る
が
、
ほ
ん
と
う
は
香
港
を
舞

台
に
し
た
小
説
ば
か
り
を
、
一
冊

に
ま
と
め
て
み
た
か
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
こ
れ
は
『
阿
片
戦
争
』

と
平
行
し
て
書
い
た
の
で
、
私
に

は
忘
れ
難
い
作
品
と
な
っ
た
。

三
作
と
も
書
い
た
と
き
は
、
現

代
小
説
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
読
み
返
し
て
み
る
と
、
歴
史

小
説
の
に
お
い
が
濃
厚
で
あ
る
。

香
港
が
中
国
に
返
還
さ
れ
た
あ
と

は
、
完
全
に
歴
史
小
説
と
な
る
だ

ろ
う
。一

九
九
一
年
九
月
十
日陳

舜
臣

「
銘
の
な
い
墓
標
」
掲
載
誌

中
公
文
庫
版
『
銘
の
な
い
墓
標
』
、

「
あ
と
が
き
に
か
え
て
」
転
載

小
見
出
し
、傍
線
は
編
集
委
員

香
港
、一
九
九
七
年
返
還
を
前
に

「
銘
の
な
い
墓
標
」
百
五
十
枚
の
依

頼
を
う
け
百
八
十
枚
執
筆

香
港
経
由➔

北
京
直
行
便

「
に
が
い
密
」「
壁
に
哭
く
」
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中編推理小説「銘のない墓標」 キャッチコピー ＆ おもな登場人物 ほか

「
銘
の
な
い
墓
標
」
は
、
一
九
六
九
年
七
月
発
行
『
週
刊
朝
日
カ
ラ
ー

別
冊N

o
.
2

』
に
、
全
文
、
一
挙
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
も
、
当
初
依
頼
の

一
五
〇
枚
を
三
〇
枚
超
え
た
一
八
〇
枚
が
。
「
枚
」
と
い
う
の
は
、
四

〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
の
枚
数
で
、
掲
載
誌
で
は
三
〇
頁
で
あ
る
。

写
真
画
像
も

多
い
。
最
初
の

頁
は
夕
焼
け
の

香
港
で
、
手
前

は
墓
地
、
墓
標

で
あ
る
。

左
の
画
像
は
、

啓
徳
空
港
に
着

カ
イ
タ
ク

陸
す
る
旅
客
機
。

啓
徳
空
港
は

私(

橘)

も
よ
く

利
用
し
た
。
買
っ

た
ば
か
り
の
キ
ャ

ノ
ン
の
一
眼
レ

フ
を
盗
ま
れ
た

悪
い
記
憶
も
あ

る
。
当
時
は
、

ま
だ
返
還
前
で
、

王
室
香
港
空
港
警

察
に
随
分
お
世
話

に
な
っ
た
。

『
週
刊
朝
日
カ
ラ
ー
別
冊
No.
2
』
「
銘
の
な
い
墓
標
」
掲
載
誌
面

本
郷
の
古
書
店
に
謎
の
文
書
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

や
が
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
殺
人
事
件
。太
平
洋
戦
争

の
末
期
、和
平
交
渉
代
表
と
称
し
て
中
国
か
ら
来
日
、

政
界
を
揺
る
が
し
た
怪
人
物
が
残
し
た
と
い
う
文
書

の
背
後
に
秘
め
ら
れ
た
真
実
と
は…

。歴
史
の
う
ね
り

に
翻
弄
さ
れ
る
人
び
と
の
転
変
と
愛
憎
を
浮
び
上
が

ら
せ
る
表
題
作
な
ど
、香
港
を
舞
台
に
展
開
す
る
傑

作
ミ
ス
テ
リ
ー

作
中
時
間
■
作
品
冒
頭
の
「
昭
和
三
十
五
年
六
月

末
の
あ
る
日
」
が
作
中
時
間

●
夏
川
敬
吉

三
十
四
歳
、独
身
。私
立
大
学
に
週
二

回
出
講
。専
攻
は
中
国
の
近
代
史
で
、特
に
日
中
関
係

を
重
点
的
に
研
究

●
三
浦
欽
次

古
本
屋
三
浦
書
店
の
あ
る
じ
。夏
川

き

ん

じ

と
旧
制
中
学
で
同
級

●
三
浦
淑
子

三
浦
の
妹
、大
学
三
年
生
。中
国
文
学

よ

し

こ

を
専
攻
、中
国
語
が
で
き
る
。兄
の
古
書
店
で
ア
ル
バ

イ
ト

●
楊
邦
基

繆
斌
文
書
を
、三
浦
書
店
に
、買
い
手

み
ょ
う
ひ
ん

を
探
し
て
ほ
し
い
と
持
ち
込
む
。同
文
書
は
、①
繆
斌

が
、昭
和
二
十
年
三
月
に
来
日
し
て
小
磯
首
相
に
提

出
し
た
意
見
書
ー
和
平
交
渉
に
か
ん
す
る
具
体
策
を

の
べ
た
も
の
、②
自
分
が
重
慶
当
局
の
代
表
者
に
ま
ち

が
い
な
い
と
い
う
証
拠
物
件
、及
び
③
彼
自
身
の
手
記
、

の
三
点
か
ら
な
っ
て
い
た

■
繆
斌(

み
ょ
う
ひ
ん1

8
9
9

-
1
9
4
6
)

中
華
民
国
の
政

治
家
。中
国
国
民
党
の
党
人
政

治
家
で
、後
に
南
京
国
民
政
府

に
属
し
た
。刑
死

■
戴
笠(

た
い
り
ゅ
う1

8
9
7

-1
9
4
6
)

中
華
民
国
の
政
治

家
・軍
人
（追
贈
で
陸
軍
中
将
）。

黄
埔
軍
官
学
校
第
6
期
。飛
行

機
事
故
で
死
亡

●
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
・高

七
十
歳
近
い
。か
つ
て
香
港

大
学
の
教
授
を
し
て
、日
本
に
来
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

夏
川
と
も
面
識
が
あ
る
。す
で
に
大
学
を
辞
め
、悠
々

自
適
の
生
活
。夏
川
の
香
港
で
の
調
査
に
は
、高
教
授

の
尽
力
大

●
朱
月
雀(

し
ゅ
げ
つ
じ
ゃ
く)

蘇
州
生
ま
れ
の
上

海
育
ち
。香
港
在
住
。四
十
歳
に
近
い
。均
整
の
と
れ

た
肢
体
と
、輪
郭
の
線
の
ひ
き
し
ま
っ
た
美
貌
の
も
ち

主
。愛
人
の
財
力
で
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
赤
い
ジ
ャ

ガ
ー
を
乗
り
回
す
。一
見
、三
人
仲
間
と
見
え
る
劉
宝

華
、応
晴
を
財
力
で
あ
や
つ
る
。「
愛
人
の
た
め
に
生

き
て
き
た
し
、そ
の
人
の
た
め
な
ら
な
ん
だ
っ
て
す
る
」

と
言
う

●
M
将
軍

繆
斌
文
書
の
中
に
M
将
軍
の
サ
イ
ン
の

あ
る
「
便
条(

短
い
手
紙)
」
が
含
ま
れ
、ま
た
、
③
の

手
記
に
は
M
将
軍
の
名
が
頻
出
す
る
。い
ま
も
台
湾
で

健
在

●
廖
真(

り
ょ
う
し
ん)

偽
造
の
名
人
。六
十
歳
く

ら
い
。プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
・高
も
二
度
、助
け
を
借
り
た

こ
と
が
あ
る
。廖
真
に
は
、十
以
上
、歳
の
は
な
れ
た
弟

が
い
る
。こ
の
弟
の
「
仕
返
し
」
に
一
肌
脱
ぐ
こ
と
に
。

こ
れ
が
事
件
の
核
心
を
な
す

人
物
画
像
は
い
ず
れ
もja.wikipedia.org

よ
り

「
銘
の
な
い
墓
標
」

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
＆
お
も
な
登
場
人
物

中
公
文
庫
版
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

お
も
な
登
場
人
物
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下の画像、矢印のところが国境のどぶ川(深圳川)。
しんせん

左が香港(「新界」の北端)、右が中国。

香港側の建物は羅湖駅。ここから九龍へ行く。

(1993年、深圳市側から撮影)

99年の租借期限が来た「新界」だけでなく、割譲さ

れていた香港島、及び九龍も返還された。

「新界」とはNew Territoriesの訳。上図、緑色の部分

(Wikipedia掲載地図に加筆)

中編推理小説「壁に哭(な)く」 導入 ＆ おもな登場人物 ほか

仕
事
の
関
係
で
香
港
に
や
っ
て
来
た
鹿
村
憲
一

が
、ホ
テ
ル
の
廊
下
で
、背
後
か
ら
狙
撃
さ
れ
る
と
い

う
事
件
で
ス
ト
ー
リ
ー
は
始
ま
る
。怪
我
は
な
か
っ

た
。狙
撃
さ
れ
る
覚
え
の
な
い
鹿
村
で
あ
っ
た
が…

。

事
件
の
調
査
に
や
っ
て
来
た
香
港
警
察
の
警
長
徐

寧
基
、鹿
村
の
仕
事
相
手
の
康
覚
明
、そ
し
て
鹿
村

自
身
が
、部
隊
は
違
っ
て
い
た
が
、国
府
軍
と
し
て
同

じ
戦
場
に
い
た
こ
と
か
ら
、時
間
が
六
年
前
の
徐
州

戦
線
に
戻
る
。徐
州
戦
線
で
は
、国
府
軍
の
敗
色
濃

く
、国
共
の
争
い
に
使
命
感
な
ど
無
い
、日
本
人
の

鹿
村
は
、た
ま
た
ま
乗
り
捨
て
ら
れ
て
い
た
フ
ォ
ー

ド
を
駆
っ
て
戦
線
か
ら
離
脱
す
る
。途
中
、十
年
前
、

長
い
ま
つ
げ
の
童
女
に
出
会
っ
た
白
壁
の
豪
農
の
屋

敷
前
で
、今
度
は
脱
走
兵
三
人
組
に
車
を
止
め
ら

れ
、三
人
と
財
宝
を
香
港
ま
で
運
ぶ
羽
目
に

作
中
時
間
■
一
九
四
八
年
の
徐
州
作
戦
を
六
年

前
と
し
て
い
る
の
で
、作
中
時
間
は
一
九
五
四
年
で

あ
る
。

●
鹿
村
憲
一

四
十
歳
近
い
。六
年
前
、大
陸
の
戦

場
か
ら
帰
国
。一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
八
年
、つ

ま
り
、二
十
二
歳
か
ら
三
十
二
歳
ま
で
、所
属
軍
隊
・

部
隊
は
か
わ
っ
た
が
、大
陸
の
戦
場
に
い
た
。終
戦
ま

で
は
日
本
軍
人
と
し
て
中
国
と
戦
い
、一
九
三
八
年

の
徐
州
会
戦
も
経
験
し
た
。山
西
省
で
終
戦
を
迎

え
る
。こ
の
地
で
、閻
錫
山
将
軍
の
軍
に
「
留
用
」さ

え
ん
し
ゃ
く
ざ
ん

れ
、軍
隊
生
活
が
続
く
。そ
の
後
、李
弥
将
軍
の
兵

り

び

団
に
転
属
し
、一
九
四
八
年
、解
放
軍
と
の
戦
場
、

徐
州
戦
線
に
投
入
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
回
想
場
面

が
始
ま
る

●
徐
寧
基(

じ
ょ
ね
い
き)

香
港
警
察
警
長
。軍

隊
時
代
、第
十
八
軍
と
い
う
国
府
軍
の
エ
リ
ー
ト
軍

団
の
中
校(

中
佐)

だ
っ
た
。同
じ
部
隊
に
い
た
康
覚

明
を
脱
走
兵
と
し
て
軽
蔑
し
、憎
悪
し
て
い
る
。一

方
、妻
の
出
産
に
対
し
、そ
ん
な
康
か
ら
借
金
を
し

て
い
る

●
康
覚
明(

こ
う
か
く
め
い)

四
十
歳
近
い
。徳
誠

貿
易
公
司
社
長
。軍
隊
時
代
、第
十
八
軍
と
い
う
国

府
軍
の
エ
リ
ー
ト
軍
団
の
少
校(

少
佐)

で
あ
っ
た
が
、

同
僚
二
人
と
脱
走
。途
中
、豪
農
を
襲
い
、主
人
を

殺
し
、財
を
奪
う
。脱
走
兵
三
人
組
の
主
犯
格
。三

人
は
香
港
に
出
て
、康
は
貿
易
業
を
、張
は
金
融
業

を
始
め
、王
は
医
院
を
開
業
。三
人
が
共
同
所
有
す

る
九
階
建
て
の
徳
誠
ビ
ル
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
、

事
務
所
、診
療
所
を
置
く

●
王
群
志(

お
う
ぐ
ん
し)

も
と
軍
医
。第
十
八

軍
で
康
の
同
僚
。脱
走
三
人
組
の
一
人
。香
港
で
医

院
を
開
業

●
張
階
仁(
ち
ょ
う
か
い
じ
ん)

第
十
八
軍
で
康

の
同
僚
。脱
走
三
人
組
の
一
人
。香
港
で
金
融
業
を

営
む

●
李
昌
媛(

り
し
ょ
う
え
ん)

山
東
省
の
済
南
か

ら
遠
く
な
い
田
舎
町
の
生
ま
れ
。二
十
三
歳
。十
七

の
時
、町
は
戦
場
と
な
り
、好
き
だ
っ
た
人
を
失
う
。

そ
の
後
、戦
争
か
ら
逃
れ
、南
京
へ
、上
海
へ
、そ
し

て
香
港
へ
。香
港
に
来
て
、二
年
の
間
に
、両
親
を
次
々

亡
く
す
。徳
誠
ビ
ル
の
地
階
で
、た
ば
こ
店
を
営
む
。

歳
の
違
う
康
覚
明
と
婚
約
し
て
い
る

「
壁
に
哭
く
」

導
入

＆
お
も
な
登
場
人
物

お
も
な
登
場
人
物

導

入

「壁に哭く」は、『銘のない墓標』収録の他の２編より２年も前に書かれた作品で、陳舜臣さんは、『阿片戦争』

と並行しての執筆であったので忘れ難い、とおっしゃっています。

《１． 中国と香港の国境線 》 《2． 1997年、香港返還 》



2022.8.20 陳舜臣さんを語る会通信 NO.81 ＜ ４ ＞

『銘のない墓標』収録三作品に、香港の名所ビクト

リア・ピークは何度も出てきます。標高552メートル

で特に夜景がすばらしい。

次の文は「にがい密」、斎藤と李玲がビクトリア・
ピークまでドライブするくだりです。引用します。

斎藤は香港ははじめてではない。短期間の滞在だ

が、もうすでに四

回も立ち寄ってい

る。五回目だから、

いまさらビクトリ

ア・ピークもない

はずだ。しかし、

ガイドがよいので、

ひと通りまたそんな観光地をまわった。

純粋の香港っ子なので、いろんな人を知っている

から、あるいは秘密結社のこともききだせるかもし

れない。李玲を紹介したとき、新山はそう言った。

(『銘のない墓標』中公文庫版P.255)

下の画像は、『週刊朝日カラー別冊No.２』「銘の
ない墓標」掲載誌面より転載。写真説明は「ビクト

リア・ピークからの夜景」

香港の名所ビクトリア・ピーク

斎
藤
誠
一
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
ま
わ
っ
た

帰
り
、
二
週
間
ほ
ど
滞
在
す
る
つ
も
り
で
香

港
に
寄
っ
た
。
目
的
は
秘
密
結
社
の
調
査
と

骨
董
品
漁
り
だ
っ
た
。
彼
は
、
Ｓ
商
事
の
香

港
駐
在
員
新
山
の
紹
介
で
、
魅
力
的
な
女
性

李
玲
を
通
訳
兼
ガ
イ
ド
に
し
、
気
持
ち
が
弾

む
。
斎
藤
の
取
材
意
図
を
汲
み
取
っ
た
李
玲

の
ペ
ー
ス
で
話
は
進
み
、
香
港
に
今
も
根
強

く
残
る
三
合
会
の
集
会
、
「
香
堂
」
に
も
ぐ

り
こ
む
こ
と
に
。
李
玲
は
男
に
、
斎
藤
は
聾

唖
者
に
扮
し
、
主
香
人
玄
道
和
尚
の
ゲ
ス
ト

と
し
て
「
香
堂
」
の
場
に
。
し
か
し
、
予
期

せ
ぬ
事
態
が…

●
斎
藤
誠
一

三
十
七
歳
、
独
身
。
大
学
で

は
社
会
学
を
専
攻
、
大
学
院
に
進
み
、
研
究

室
に
も
入
っ
た
が
、
束
縛
さ
れ
る
の
は
い
や

だ
と
い
っ
て
教
授
コ
ー
ス
は
選
ば
な
か
っ
た
。

父
は
倉
庫
業
界
の
天
皇
と
い
わ
れ
る
人
物
。

生
活
の
心
配
が
な
い
の
で
、
定
職
を
持
た
ず
、

好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る
。
金
と
時
間
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
て
、
ひ
と
の
や
れ
な
い
分
野

の
研
究
を
目
指
す

●
新
山

Ｓ
商
事
の
香
港
駐
在
員
。
斎
藤
と

は
大
学
で
同
期

●
李
玲(

リ
リ
ン)

二
十
三
、
四
歳
。
息
を

の
む
ほ
ど
の
美
人
で
、
そ
の
う
え
愛
嬌
が
あ

る
。
二
年
間
、
洋
裁
の
勉
強
で
日
本
滞
在
の

経
験
が
あ
り
、
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
を
話
す
。

洋
裁
の
腕
を
生
か
し
、
家
で
仕
事
を
し
な
が

ら
、
通
訳
兼
ガ
イ
ド
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
。
三

年
前
に
未
亡
人
の
母
を
亡
く
し
独
り
身
。
ア

パ
ー
ト
住
ま
い

●
あ
ご
ひ
げ
の
老
人

美
術
商
致
美
公
司
の

コ

ン

ス

店
主
。
鑑
識
眼
が
あ
る

●
李
玲
の
叔
父

李
玲
と
同
じ
ア
パ
ー
ト
に

住
む
。
無
類
の
麻
雀
好
き

●
玄
道
和
尚

五
十
代
半
ば
。
坊
主
頭
の
で
っ

ぷ
り
し
た
大
柄
な
人
物
。
三
合
会
の
主
香
人

(

リ
ー
ダ
ー)

■
三
合
会

中
国
の
秘
密
結
社
で
は
、
青
幇
と
紅
幇
が

チ
ン
パ
ン

ホ
ン
パ
ン

有
名
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
ら
の
お
も
な
縄
張

り
は
揚
子
江
流
域
で
、
根
拠
地
は
上
海
な
の

だ
。
華
南
で
は
三
合
会
の
勢
力
が
つ
よ
か
っ

た
。
か
つ
て
孫
文
も
三
合
会
と
結
ん
だ
し
、

太
平
天
国
も
彼
ら
と
関
係
を
も
っ
た
。

(

『
銘
の
な
い
墓
標
』
中
公
文
庫
版P.246 )

■
「
開
香
堂
」

三
合
会
で
は
集
会
を
開
く

こ
と
を
「
開
香
堂
」
と
い
っ
た

「
に
が
い
密
」

導
入

＆
人
物
紹
介
ほ
か

短編推理小説「にがい密」 導入 ＆ おもな登場人物 ほか

お
も
な
登
場
人
物

導

入

『銘のない墓標』に収録されているのは中短編推理小説３作と言いましたが、正確には、「銘のない墓標」は文

庫版で113ページ、「壁に哭く」は115ページ、「にがい密」は63ページです。従って、ここに取り上げた「にがい

密」は短篇です。陳舜臣さんご自身、「にがい密」について、次のようにおっしゃっています。

本書に収めた「にがい密」は、「銘のない墓標」の二ヶ月後に書いた。香港取材で胸のなかに燃えたものが、

まだ余熱をもっていたのである。

そんなことも、頭の片隅においてお読み下さい。

ja.wikipedia.org より
三合会の拠点 九龍城砦


